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将来のスーパーコンピューティングの
在り方に関する調査検討WG

中間報告案「4. 頂点に立つ次期システム」サマリ

中島 浩（京都大学／WG主査）
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WG意見交換会実施状況

09/14 自動車空力コンソーシアム全体会議

09/18 計算物性物理ミーティング

09/18 HPCI連携サービス委員会

09/19 アプリFS全体ミーティング

10/01 都市構造グループ全体会議

10/22 分野5運営委員会

10/25 分野1運営委員会

11/29 分野1全体ワークショップ

12/03 CMSI研究会

12/07 次世代ものづくりシンポ

12/15 QUCS2012

12/23 理論天文学・宇宙物理学シンポ

12/27 w/ アーキテクチャFS×3

02/07 w/ HPCIコンソーシアム会員
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「4. 頂点に立つ次期システム」：(1)

(1) 開発の必要性・意義

 「京」の性能を大幅に上回る次期システムを
 世界をリードする科学技術成果を創出する最先端の研究開発装置

 先駆的なハード・ソフトの技術を具現化するプラットフォーム

として我が国で開発することが必要

 我が国で自立的・継続的に保有すべき技術
 アプリソフト開発技術＆支援システムソフト技術

 ハード＆基盤システムソフトの要素技術

 運用技術 (for 信頼性担保・強化)

＋国際的標準利用・標準形成へのイニシアティブ

 社会還元 (産業貢献)
 not only 次期システム利用による直接的成果創出

 計算科学技術の先端的知識の普及将来的産業競争力向上

4

© 2013 H. Nakashima @ HPCI Consortium中間報告案

「4. 頂点に立つ次期システム」：(2)

(2) システムの規模・性能

 開発時期＝H29～H30「京」の性能相対的低下

 規模・性能
 グランドデザインの議論の中で中長期RM (科学技術成果、ハード・
ソフト技術）を精緻化しつつ設定

 FP性能：1EFLOPS を目指すべき成果RMの裏付が必要

 汎用型&単一 vs 適合型&複数
 複数開発困難単一が必然広範囲のアプリ適合が必要

 多様なアプリ対応 by 第2階層, 適合型メカニズム部分導入, ...

 アーキテクチャ&多様アプリ対応策の判断基準
 基本＝アプリ性能／電力

 初期成果&実現コスト, ハード・ソフト技術の継続性・波及効果,
世界的HPC技術トレンド, 下方展開, 後続開発・整備計画

 数年後のコモディティベースシステム (＞京) 整備の動向
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「4. 頂点に立つ次期システム」：(3-1)

(3) 技術開発要素：ハード技術

 選択・集中と判断基準
 技術的優位性, 開発・製造コスト

 システム&アプリソフト開発量・コスト・着手可能時期

 国産技術推進, 将来的発展性

 他システムへの展開による技術投資回収

 国産プロセッサ
 コミュニティの期待＋コストパフォーマンス意識

 国産メリット (技術情報早期入手など) を生かす開発体制

 多様なアプリに対する深い理解・洞察に基づく設計
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「4. 頂点に立つ次期システム」：(3-2)

(3) 技術開発要素：(主に)ソフト技術

 ハード＋システムソフト＋アプリソフト三位一体課題
 BF比低下システムソフトでの補償＋B抑制アルゴリズム開発

 故障率増加&性能電力比相対的低下

ハード＋OS協調, システムソフト技術 for アプリ対応

 システムソフト (mainly for アプリプログラミング)
 コンパイラ技術アーキ進化・変遷の影響最小化

 ライブラリ＋フレームワークアーキ進化・変遷への耐性

 アルゴリズムレベルでの並列度拡張サポート

 システムソフト開発：システム開発の一環, アプリの深い理解・洞察
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